
一
、
は
じ
め
．

で
あ

土
手
町
の
形
成
に
簸
点
を
お
き
な
が
ら
、
そ
の
間
の

に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
に
し
た
い
。

〃
萩
原
土
手
町
″
は
、
，
現
在
は
国
鉄
八
代
駅
に
近
い
八
代
市
萩
原
一
丁
目
の

一
部
に
な
っ
て
い
る
が
、
篭
川
の
旧
堤
防
載
嬉
”
萩
原
御
番
所
“
や
萩
二
、
球
磨
川
舟
運
の
発
達
と
上
・
下
松
求
麻
村

原
の
〃
渡
し
〃
を
中
核
と
し
て
成
立
し
た
町
で
、
天
保
七
（
一
八
三
六
）
年
の

絵
図
に
陸
・
萩
原
番
所
の
す
ぐ
下
流
側
の
土
手
外
に
「
萩
原
村
之
内
土
手
町
」
ま
ず
は
じ
め
に
、
萩
原
土
手
町
形
成
の
前
提
と
な
る
球
磨
川
舟
運
の
発
達
に

（
２
）

と
記
さ
れ
て
い
る
。

い
。
球
磨
川
舟
運
は
、
一
般
に
寛
文
五
（
一
六
六

糸
鶏
鯉
緬
沙
羅
洲
謹
唯
懸
耀
鯉
噛
静
蝿
掘
灘
郷
溺
柵
雛
練
剛
畷
藤
噸
満
駐
郷
融
餓

（
４
）

瀧
ら
の
商
品
の
多
く
を
扱
う
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
在
来
の
町
Ⅲ
八
代
町
の
れ
る
し
、
細
川
領
（
鴨
誕
で
も
林
麗

開
発
以
前
か
ら
舟
連
鳶
こ
な

繁
栄
を
お
び
や
か
す
存
在
と
な
り
、
そ
れ
に
脅
威
を
感
じ
た
八
代
町
人
の
訴
え
わ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

で
藩
権
力
に
よ
っ
て
商
取
引
が
制
限
（
統
制
）
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
と
こ
そ
れ
は
と
も
か
く
、
人
吉
’
八
代
間
の
舟
運
が
開
発
さ
れ
る
と
、
上
流
の
人

ろ
淡
切
こ
の
萩
原
土
手
町
の
商
人
に
土
地
の
産
物
を
売
る
こ
と
で
便
宜
を
え
て
吉
相
良
領
・
下
流
の
熊
本
細
川
領
の
人
び
と
が
互
に
往
来
し
、
経
済
の
進
展
と

い
た
上
・
下
松
求
麻
村
の
農
民
噂
と
の
商
業
統
制
に
ま
っ
て
窮
地
に
お
ち
い

も
に
商
品
流
通
路
と
し
て
の
顛
要
性
も
ま
し
て
い
っ
た
が
、
こ
の
球
磨
川
舟

り
、
統
制
の
撤
廃
を
求
め
て
栗
力
行
使
（
百
姓
一
摸
）
に
及
ぶ
こ
と
に
な
っ
た
運
で
股
も
電
要
な
役
割
を
は
た
し
た
の
は
現
在
の
八
代
郡
坂
本
村
（
江
戸
時
代

球
磨

Ⅷ
‐
夙
徹
制
高
圧
手
泳
議
卿
陽
土
手
町
艇
っ
ｖ
て
Ｉ

）I

舟
運
と
在
町
的
集
落
の
形
成

蓑
田
勝
彦
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の
上
・
下
松
求
麻
村
、
上
・
下
久
多
良
木
村
）
の
人
び
と
、
特
に
上
・
下
松
求

麻
村
の
う
ち
大
門
（
お
お
か
ど
）
・
藤
本
・
荒
瀬
か
ら
古
田
（
ふ
る
た
）
に
い

た
る
球
磨
川
沿
岸
の
集
落
（
子
村
）
の
人
び
と
で
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
「
私

儀
、
平
田
船
二
而
運
賃
取
申
た
め
求
磨
御
領
江
往
来
仕
来
申
候
一
坐
文
化
八
’

一
八
二
Ⅱ
年
、
上
松
求
麻
村
之
内
合
志
野
村
彦
右
衛
門
）
と
い
う
よ
う
に
、

八
代
Ｉ
人
吉
の
舟
運
に
専
従
す
る
人
び
と
が
み
ら
れ
、
明
和
七
（
一
七
七
○
）

年
の
上
松
求
麻
村
に
は
一
鯉
づ
つ
の
「
川
平
田
」
を
も
っ
た
六
六
人
の
「
舟

主
」
が
、
後
述
の
萩
原
番
所
に
登
録
さ
れ
て
い
た
し
、
宝
暦
六
（
一
七
五
六
）

年

は
、
八
代
町
で
「
両
訟
蛾
麻
問
屋
商
売
」
の
商
人
が
一
二
人
、
同
じ
く
萩

原
番
所
に
登
録
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
人
吉
相
良
藩
に
と
っ
て
も
、
こ
の
「
松
求

麻
舟
乗
」
に
よ
る
「
他
領
舟
」
の
役
割
は
重
要
で
、
寛
政
四
（
一
七
九
二
）
年

に
は
『
他
領
舟
」
の
停
止
で
八
代
か
ら
の
塩
が
「
払
底
」
し
て
い
る
し
、
「
御

当
地
舟
に
て
は
八
代
荷
物
引
候
事
、
他
領
舟
の
漸
半
分
外
引
申
さ
ざ
る
由
」

と

松
森
輔
村
の
舟
は
相
良

の
二
倍
の
輸
送
力
を
も
っ
て
い
た
こ
と
が
記
さ

れ
て
い
る
。
さ
ら
に
「
上
松
求
麻
之
藤
元
村
之
者
共
川
筋
飽
一
上
手
二
乗
候

由
」
と
い
う
こ
と
で
、
寛
政
三
（
一
七
九
一
）
年
か
ら
六
年
間
、
鳥
津
領
の
都

（
９
）

城
に
大
淀
川
上
流
の
舟
運
開
発
の
指
導
者
と
し
て
の
ぺ
一
七
名
が
招
か
れ
、
文

政
八
（
一
八
二
五
）
年
に
は
、
日
田
の
筑
後
川
上
流
の
舟
運
開
発
に
三
名
が
招

・
（
、
》

か
れ
て
い
る
。

そ
れ
で
は
、
な
ぜ
上
・
下
松
求
麻
村
の
舟
運
が
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
発
達
し
た

の
で
あ
ろ
う
か
。
同
村
は
球
磨
川
の
両
岸
（
主
と
し
て
右
岸
）
に
沿
っ
て
い

る
が
、
河
岸
に
も
平
地
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
大
部
分
は
急
傾
斜
の
山
地
で
あ

る
。
延
宝
四
（
一
六
七
六
）
年
の
史
料
で
は
人
口
三
九
八
五
人
、
商
八
一
六
石

余
壷
）
文
政
六
（
一
八
一
三
）
年
で
は
七
九
二
○
人
余
、
一
六
三
九
石
余
と
村

こ
〕
番
所
と
そ
の
機
能

こ
の
よ
う
に
発
展
し
た
球
磨
川
舟
運
に
対
処
ず
る
た
め
に
、
肥
移
藩
で
は
多

く
の
「
番
所
」
を
球
磨
川
沿
岸
に
設
置
し
て
い
る
。
寛
政
六
（
一
七
九
四
）
年

の
史
料
に
は
、
八
代
城
下
に
①
沖
番
所
（
填
屋
番
所
）
②
十
歩
（
十
分
）
番
所

③
川
口
番
所
④
渡
頭
番
所
⑤
舛
形
番
所
の
五
か
所
、
対
岸
に
⑥
植
柳
番
所
？

そ
し
て
上
流
右
岸
に
⑦
萩
原
番
所
が
み
ら
れ
（
別
図
参
照
、
番
号
は
図
と
同

《
皿
）

じ
）
、
鏡
番
所
と
と
も
に
松
井
氏
の
支
配
下
に
お
か
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
番

所
は
、
交
通
の
要
所
な
ど
に
お
か
れ
て
「
通
航
船
舶
・
飛
行
者
・
荷
物
な
ど
の

（
醒
）
‐

検
査
や
税
の
徴
収
な
ど
を
行
な
っ
た
所
」
で
あ
る
が
、
肥
後
藩
の
番
所
は
「
園

高
は
人
口
・
面
祇
に
比
べ
て
極
端
に
低
く
、
「
田
方
と
申
候
而
者
綴
計
、
惣
而

山
畑
勝
」
で
あ
り
、
そ
の
収
穫
で
は
「
半
年
の
根
物
」
に
も
達
し
な
か
っ
た
。

そ
の
た
め
「
作
地
之
中
者
勿
論
、
居
屋
敷
・
畔
等
二
至
迄
、
茶
・
猪
・
こ
ん
に

鱗
輝
識
寧
鯉
壷
灘
蝋
聯
哩
鮭
雌
鑑
雌
餓
臓

に
出
荷
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
上
・
下
松
求
麻
村
の
人
び
と
の
生
活
は
支
え
ら
れ

て
い
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
山
地
の
た
め
に
交
通
の
便
は
極
端
に
悪
く
、

「
漸
歩
行
仕
候
山
竜
二
而
牛
馬
之
通
路
一
向
難
成
、
総
之
品
た
り
共
船
二
而
上

下
仕
蔚
座
鴎
と
、
産
物
の
輸
送
農
じ
め
と
す
る
交
禦
段
農
磨
川
の

舟
運
の
ぶ
と
も
言
え
る
状
態
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
事
情
が
、
上
も
下
松
求

麻
村
の
舟
運
を
発
達
さ
せ
、
「
通
賃
取
」
の
「
松
求
麻
舟
乗
」
を
多
く
生
承
出

し
た
の
で
あ
る
。

三
、
萩
原
土
手
町
の
形
成

－214－
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〆
勺
口
昼
、

禁
の
貨
物
出
入
厳
な
り
と
云
と
も
令
不
行
、
出
入
姦
商
の
為
み
た
り
な
り
」
と
他
の
番
所
は
、
こ
の
三
つ
の
番
所
の
補
助
的
な
役
割
を
与
え
ら
れ
て
い
た
よ

説
明
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
商
業
統
制
に
重
点
が
お
か
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
う
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
七
つ
の
番
所
は
す
べ
て
、
前
述
の
よ
う
に
八
代
城
を
預

る
。
と
く
に
球
磨
川
は
「
他
国
他
領
を
受
候
所
柄
二
付
、
卿
他
之
船
入
交
運
澗
け
ら
れ
た
松
井
氏
の
支
配
下
に
お
か
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
寛
文
六
（
一
六
六

農
」
と
い
う
の
で
「
御
国
中
通
船
畜
萄
出
入
篭
上
銀
取
立
と
車
儀
脇
さ
篭
「
御
城
料
簡
城
御
繕
料
熊
川
筋
藻
一
意
上
鋸
謹
牟
田
八

燕
御
見
合
茂
無
之
事
候
処
、
求
磨
川
筋
ニ
限
り
運
上
取
立
有
之
串
ど
、
肥
後
藩
代
川
口
植
柳
津
ロ
運
上
銀
共
二
佐
渡
請
込
支
配
」
、
つ
ま
り
八
代
城
修
繕
料
と

の
他
の
河
川
と
ち
が
っ
て
出
入
の
荷
物
に
運
上
が
課
せ
ら
れ
る
川
で
あ
っ
た
た
し
て
、
こ
れ
ら
の
番
所
の
徴
収
す
る
蝿
上
が
松
井
氏
に
与
え
ら
れ
て
以
来
の
こ

め
に
、
多
く
の
番
所
が
設
腫
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
と
で
あ
る
。

こ
の
七
つ
の
番
所
の
う
ち
、
④
渡
頭
番
所
は
中
世
以
来
の
要
港
〃
徳
測
″
の
〔
二
〕
萩
原
番
所
に
つ
い
て

中
心
の
船
着
場
が
あ
る
う
え
、
〃
蔵
摩
街
道
〃
の
十
一
里
木
が
植
え
ら
れ
、
高
こ
こ
で
、
本
稿
の
主
題
で
あ
る
萩
原
土
手
町
の
形
成
と
密
接
な
関
連
を
有
す

札
が
た
て
ら
れ
て
お
り
、
「
徳
洞
御
番
所
之
儀
者
、
三
ヶ
所
御
番
所
根
二
相
成
る
萩
原
番
所
に
つ
い
て
述
べ
て
お
き
た
い
。
お
か
れ
て
い
た
場
所
は
別
図
の
⑦

候
所
柄
二
付
、
誌
坊
等
之
儀
弥
以
敬
格
二
相
心
得
、
出
入
之
船
井
諸
荷
物
・
乗
に
示
し
た
通
り
で
、
八
代
町
へ
ま
わ
る
薩
摩
街
道
か
ら
は
は
ず

る
が
、
熊
木
一

人
共
委
敷
相
改
」
と
、
最
も
重
視
さ
れ
た
番
所
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
番
人
も
か
ら
陸
路
南
下
す
る
場
合
に
は
、
こ
こ
の
”
萩
原
渡
し
〃
で
球
磨
川
を
渡
る
方

６

他
の
番
所
で
は
歩
小
姓
段
が
原
則
で
あ
っ
た
が
、
こ
こ
で
は
中
小
姓
四
人
を
が
便
利
が
よ
か
っ
た
。
ま
た
、
上
流
か
ら
八
代
城
下
町
に
産
物
（
商
品
）
を
運
２

お
く
の
が
原
則
と
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
商
業
統
制
（
運
上
徴
収
）
に
誼
婁
な
ぶ
場
合
、
現
在
と
ち
が
っ
て
前
川
は
「
敷
石
」
で
水
流
が
さ
え
ぎ
ら
れ
て
い
た
一

（
胴
）

役
割
を
は
た
し
た
の
は
②
十
歩
番
所
と
③
川
口
番
所
で
あ
っ
た
。
十
歩
番
所
は

た
め
に
、
上
流
か
ら
の
荷
舟
は
萩
原
か
ら
本
流
を
南
西
に
下
っ
て
、
変
島
の
沖

渡
頭
番
所
よ
り
も
約
四
○
○
メ
ー
ト
ル
下
流
の
〃
御
船
場
〃
の
わ
き
に
お
か
れ
を
迂
回
し
た
の
ち
八
代
町
に
さ
か
の
ぼ
る
必
要
が
あ
り
、
萩
原
か
ら
距
離
に
し

た
た
め
船
場
番
所
と
も
よ
ば
れ
た
が
、
「
十
捗
一
御
番
所
者
熊
川
筋
下
し
申
候
て
四
’
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
（
約
一
塁
、
時
間
で
は
一
蒔
間
以
上
も
か
か
っ
て

へ
詔
）

材
木
積
荷
諸
式
、
十
歩
一
之
運
上
取
立
申
候
」
と
あ
る
よ
う
に
、
上
流
か
ら
萩
い
た
（
陸
路
を
歩
け
ば
約
三
○
分
で
あ
る
）
・

下
す
主
要
な
品
物
Ⅱ
竹
木
類
（
薪
が
最
も
多
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
）
に
、
十
分
一
・
」
の
よ
う
に
、
萩
原
が
交
通
の
要
所
に
位
置
し
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
下

の
一
の
運
上
蕊
物
）
を
が
け
て
そ
れ
を
徴
収
す
る
の
が
主
な
役
割
で
ぁ
っ
流
の
番
所
で
か
け
ら
れ
る
運
上
を
の
が
れ
る
た
め
、
萩
原
で
舟
荷
を
あ
げ
て
八

た
。
川
口
番
所
は
、
渡
頭
番
所
と
十
歩
番
所
の
中
間
に
お
か
れ
た
た
め
中
の
番
代
町
へ
陸
路
を
運
ぶ
者
が
ふ
え
た
と
思
わ
れ
る
。
「
下
方
二
而
色
点
手
相
を

．
へ
剛
）

所
と
も
よ
ば
れ
、
「
諸
品
入
之
運
上
取
立
申
候
」
つ
ま
り
外
部
か
ら
の
移
入
品
仕
、
忍
合
一
萩
原
ロ
か
竹
木
を
場
、
運
上
可
仕
品
茂
抜
荷
を
仕
、
他
国
往
還
筋

を
統
制
し
、
そ
れ
に
対
す
る
迩
上
を
徴
収
す
る
た
め
に
設
慨
さ
れ
た
番
所
で
あ
不
締
二
御
座
候
」
と
い
う
こ
と
で
、
元
禄
二
鈴
一
六
八
九
）
年
に
「
当
時
迄
栴

っ
た
。
捌
渡
ロ
ー
御
座
候
御
番

を
萩
原
ロ
江
直
シ
」
た
も
の
が
萩
原
番
所
で
あ
る
。



設
置
さ
れ
た
当
初
は
単
に
抜
荷
の
取
締
を
す
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
が
、
す
ぐ

に
「
竹
木
者
十
歩
一
御
番
所
迄
積
下
シ
候
二
不
及
、
直
二
拾
歩
一
納
之
取
計

仕
へ
萩
原
ロ
〃
出
入
之
諸
品
者
川
口
御
番
所
江
差
通
シ
申
二
不
及
、
直
二
川
口

之
運
上
取
立
可
申
候
」
と
、
す
べ
て
萩
原
番
所
で
処
置
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

独
立
し
た
番
所
と
し
て
の
機
能
を
は
た
し
た
が
、
形
の
上
で
は
後
ま
で
「
萩
原

『
路
）

御
番
所
茂
十
歩
一
御
番
所
江
附
属
仕
候
」
と
十
歩
番
所
に
附
属
し
て
い
た
。

〔
三
〕
萩
原
土
手
町
の
形

と
発

こ
の
萩
原
番
所
健
前
に
も
述
べ
た
よ
う
に
球
磨
川
舟
運
と
陸
上
交
通
の
要

所
に
お
か
れ
た
た
め
、
・
そ
の
周
囲
に
は
し
だ
い
に
集
落
が
形
成
雲
さ
れ
て
い
っ

た

そ
の
く
わ
し
い
経
過
は
不
明
で
あ
る
蕊
・
宝
暦
三
二
七
五
三
）
年
に
は

萩
原
村
土
手
筋
に
「
出
見
世
都
合
一
七
軒
、
但
小
屋
掛
共
」
と
あ
り
、
さ
ら
に

「
前
没
方
同
村
之
内
天
神
社
下
之
本
塘
筋
二
居
住
仕
、
土
手
町
と
唱
へ
相
応
之

店
商
二
而
渡
世
仕
来
候
処
、
宝
暦
五
亥
年
之
大
洪
水
二
睡
塑
記
さ
れ
て
お

り

は
じ
め
土
手
町
は
天
神
社
（
現
在
も
菅
原
神
社
あ
り
）
か
ら
萩
原
番
所
に

か
げ
て
の
堤
防
上
に
形
成
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
が
●
宝
暦
五
・

一

七
五
五
）
年
の
大
洪
水
で
流
さ
れ
た
後
、
「
洪
水
之
節
無
簡
者
●
渡
世
戒
兼
候

付
、
右
之
ヶ
所
江
小
屋
掛
仕
、
菓
物
類
を
売
居
申
候
」
玄
た
は
「
彼
所
江
者
一

駕
鎧
羅
駅
撫
騨
齢
繊
勝
獅
鵡
鯛
蕊

が
形
成
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で

そ
れ
が
文
化
四
（
一
・
八
○
七
）
年
に
な
る
と
「
追
盈
家
居
等
茂
建
並
稲
近
年

二
至
候
而
者
旅
人
杯
茂
止
宿
致
せ
、
町
家
同
様
二
諸
品
商
売
仕
」
「
松
求
麻
村

者
勿
論
《
求
磨
方
之
旅
人
等
茂
引
請
諸
商
売
仕
」
と
、

松
求
麻
村
を
中
心
と

す
る
上
流
地
域
の
人
び
と
を
相
手
と
す
る
店
が
た
ち
な
ら
夢
よ
う
に
な
り

入

代
町
か
ら
の
「
出
買
」
Ⅱ
商
品
仕
入
れ
の
者
も
目
だ
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て

文
政
四
（
一
八
二
一
）
年
に
は
「
当
時
二
至
候
而
者
在
町
同
様
之
鉢
二
相
成
、

商
売
物
者
御
町
（
八
代
町
）
ニ
茂
超
過
仕
候
程
手
広
相
成
」
・
「
先
年
（
文
化
一

雲
霊
夢
龍
蕊
壌
鑑
鶴
蕊
蕊
綴

す
よ
う
に
な
っ
た

ま
た
、
他
の
史
料
を
承
る
と
、
萩
原
村
塘
下
（
土
手
町
）
の
住
人
が
心

そ
れ

ま
で
の
家
を
建
直
し
た
り
、
↓
目
板
瓦
蓑
」
に
し
た
い
と
い
う
願
書
が
へ
寛
政
末

か
ら
文
政
に
か
け
て
多
く
ぶ
ら
れ
、
造
酒
屋
が
職
小
屋
を
土
蔵
に
改
築
し
た

り

松
井
氏
の
漁
猟
の
時
の
「
腰
懸
所
」
（
休
憩
所
）
を
土
手
町
内
に
作
っ
て

灘
騨
剥
離
縄
舗
職
跳
畦
雛
鰯
靭
溌
鵡
剰
浩

八
二
七
）
年
に
は
、
そ
れ
ま
で
「
目
板
瓦
葺
」
だ
っ
た
家
を
「
惣
瓦
寡
」
に
２

し

壁
も
「
大
壁
」
。
（
柱
が
み
え
な
い
よ
う
に
全
部
塗
り
こ
め
た
壁
）
に
す
る
．

こ
と
を
、
「
浜
町
様
（
前
藩
主
の
細
川
斉
蕊
）
追
爽
御
腰
雪
を
被
為
掛
、
且
叉
北

御
丸
御
隠
居
様
（
松
井
徴
之
）
皇
茂
数
度
御
入
被
為
遊
」
た
家
だ
か
ら
「
永
ク

（
羽
）

子
孫
二
残
置
申
度
」
と
い
う
名
目
で
、
許
可
さ
れ
た
者
も
見
え
て
い
る
。

別
表
は
、
こ
の
時
期
の
萩
原
土
手
町
の
居
住
者
に
つ
い
て
の
記
事
を
ま
と
め

た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
見
え
る
三
二
名
が
す
べ
て
同
一
時
期
の
住
人
と
は
言

え
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
こ
の
外
に
も
多
く
の
人
び
と
が
居
住
じ
で
い
た
も
の
と

考
え
ら
れ
、
・
萩
原
土
手
町
の
発
展
ぶ
り
が
う
か
が
わ
れ
る
も
●
の
ど
思
う
。
・

〔
四
〕
商
業
統
制
に
よ
る
土
手

詫

こ
の
よ
う
な
萩
原
土
手
町
の

「
在
町
同
様
」
の
発
展
は
、
八
代
町
の
繁
栄
に

大
き
な
脅
威
を
与
え
た

‘
以
前
噂
直
接
八
代
町
に
入
っ
て
心
淀
上
流
各
地
か



ち
の
産
物
急
商
品
の
大
部
分
が

途
中
の
萩
原
土
手
町
で
荷
あ
げ
さ
れ
て
し
ま

う
よ
う
に
な
め
た
だ
け
で
な
く
、
近
在
の
人
び
と
や
蘇
摩
街
道
画
弼
行
者
た
ち

が

久
代
町
議
で
い
か
ず
梶
土
手
町
で
用
件
を
苛
ま
せ
て
し
ま
う
よ
う
に
虻

っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
掴
そ
こ
で
八
代
町
の
商
人
た
ち
が
藩
に
訴
え
て
ぷ

萩
原
土
手
町
の
優
位
を
く
つ
が
え
そ
う
と
す
る
励
き
を
は
じ
め
た
の
で
あ
る
。

》
：
文
化
一
○
・

八
二
己
年
に
別
表
⑪
⑭
の
二
名
が
別
棟
の
蛎
築
を
願
い
槌

た
と
ぎ

八
代
町
の
町
人
た
ち
は
次
の
よ
う
に
土
手
町
商
人
の
取
締
り
を
訴
え
．

定
い
る

．
「
彼
方
星
手
町
を
さ
す
）
逐
年
繁
昌
仕
、
諸
商
売
等
、
弥
増
相
成

申
候
故
、
自
然
と
御
町
内
者
零
落
仕
へ
既
二
近
年
御
救
立
御
銀
を
茂
拝
借
奉
願

候
程
之
儀
兵
と
し
海
増
築
不
許
可
を
申
請
す
る
と
同
時
贋

土
手
町
臓
本
来
商

売
人
の
居
住
地
で
は
な
い
の
だ

当
時
居
住
之
面
☆
氷
所
江
引
取
、
・
本
業
相
勤

候
様
」
命
必
て
ほ
Ｌ
い
と
、
萩
原
土
手
町
の
解
体
を
藩
に
訴
え
て
い
る
。
．
こ
の

と
き
藩
は
や
．
、
増
築
を
不
許
可
と
し
「
出
小
屋
商
売
品
渋
之
儀
付
而
者
頃
日
華

統

及
御
達
候
通

、
許
可
さ
れ
た
品
物
以
外
の
取
締
り
を
通
達

た
だ
け
鐸

八
代
町
人
の
意
向
に
そ
う
よ
う
な
処
置
は
な
さ
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
甥

つ
い
で
文
政
四
（
一
八
一
二

年
九
月
に
も
同
様
の
願
書
が
八
代
町
人
か
ら

藩
に
出
さ
れ
て
い
る
廻
す
な
わ
ち
へ
土
手
町
は
「
往
古
か
有
来
之
居
住
所

で

も
な
い
の
に
「
近
年
二
至
候
而
者
質
屋
・
造
酒
屋
・
麹
屋
・
椿
問
屋
等
之
職
業

を
茂
御
免
ニ
相
成
奴
其
外
薪
杯
茂
彼
方
二
而
専
買
込
申
候
付
《
値
段
引
上
‐
一
統

不
弁
利
」
で
あ
る
と
釦
八
代
町
の
褒
微
だ
け
で
な
く
、
物
価
上
昇
も
ひ
き
お
こ

し
て
い
る
の
で
、
土
手
町
の
●
商
人
た
ち
を
「
本
所
」
に
引
取
ら
せ
し
て
ほ
し

い
。
も
し
そ
う
で
な
け
れ
ば
「
以
前
之
涌
菓
物
を
限
商
売
被
仰
付
、
其
除
之
儀

者
一
切
御
差
留
被
仰
付
竿
候
逮
と

町
形
皆
前
諜
窪
も

在
町
的
な
商
業
ば
一
切
禁
止
し
て
ほ
し
い
と
訴
え
て
い
る
。

ｒ
ノ
劇
Ｔ
，
ｍ
四
０
″
グ
争
妃
ｒ

‐
幻
以
ナ
ハ
ゲ
Ｌ
帆
“
。

″
叱
叉
、
画
副
阿
や

幻
い
い
、
‐
揮

小

ひ

酌
い

廻
祁
Ｊ
通
パ
謝

一
去
不
，
．
『
ゴ
ロ
垣
〉

を
と
る
こ
と
に
な
っ
た
。
「
商
札
面
外
之
商
売

だ
停
止
を
命
心
袋
文
政
五

ｇ

一
・
三
〕
年
六
月
に
は
そ
れ
に
従
わ
な
か
っ
た
者
一
五
名
を
、
別
表
の
②

の
項
目
に
記
し
た
よ
う
に
処
罰
し

萩
原
土
手
町
に
大
き
な
打
撃
を
与
え
た
。

そ
れ
以
後
の
こ
と
は
史
料
が
み
ら
れ
な
い
が
毎

・
同
様
の
取
締
り
は
こ
の
あ
と
も

行
な
わ
れ
た
よ
う
で
、
こ
の
よ
う
な
商
業
統
制
が
萩
原
土
手
町
を
癖
退
に
ゑ
ち

び
く
原
因
に
な
っ
た
も
．
の
と
思
わ
れ
る
。

な
齢
へ
こ
・
の
取
締
り
で
表
⑳
＠
の
よ

う
な
富
裕
な
商
人
瀧
処
罰
さ
れ
な
か
っ
た
の
は
、
訳
違
反
が
な
か
っ
た
た
め
と
い

ら
よ
り
は
、
⑳
の
忠
助
が
松
井
数
馬
（
八
代
城
を
預
か
る
松
井
氏
の
一
・
族
）
の

。
。
季
抱
」
で
あ
っ
た
よ
う
に

藩
の
取
締
り
を
の
が
れ
る
何
ら
か
の
手
段
を

‐
有
し
麺
い
た
た
め
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る

下
腿
認
降
職
．
一
一

藩
が
熟
代
町
然
と
結
ん
で
行
な
や
た
こ
の
商
業
統
制
は

発
展
し
つ
つ
あ
っ

た
萩
原
土
手
町
に
大
き
な
打
撃
を
与
え
た
が
、
上
・
・
下
松
求
麻
村
の
人
び
と
に

与
え
た
打
撃
も
次
ぎ
か
つ
た
。
既
述
の
よ
う
に
、
こ
の
地
区
の
人
び
と
は
山
の

産
物
を
舟
で
八
代
に
栽
み
下
す
こ
と
に
よ
や
》
て
、
代
銭
納
の
年
貢
を
上
納
し
、

食
料
の
不
足
分
や
生
活
に
必
要
な
物
資
を
得
て
い
た
。
し
か
も
そ
れ
は
「
所
柄

産
之
茶
毛
猪
・
葛
・
↑
」
ん
に

く
芋
幻
菜
種
子
？
薪
等
、
八
代
御
町
井
御
郡
内

繍
窯
騒
噸
鶏
灘
灘
蕊
繍
鋪
蕊
熊

に
ま
っ
て
生
計
を
つ
な
い
で
い
た
と
い
っ
て
よ
い
状
態
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
猪
問
屋
た
ち
が
藩
に
「
在
中
商
札
」
を
と
り
あ
げ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
の

hも

－218－



で
、
松
永
用
地
区
の
人
び
と
臓
似
後
、
梯
似
外
の
品
を
心
安
く
売
り
さ
ば
し
た

り

‐
「
諸
用
吉
凶
事
共
其
時
を
昼
夜
之
無
差
別
借
替
」
た
り
す
る
こ
と
の
で
き

る
「
銀
主
」
を
失
な
っ
た
う
え
、
猪
問
屋
た
ち
か
ら
そ
言
れ
ま
で
の
借
銭
の
返
却

を
せ
ま
ら
れ
て
途
方
に
く
れ
、
「
第
一
今
日
之
立
行
者
出
来
兼
候
去
茂
有
之
」

と
い
う
状
態
に
お
い
つ
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
ち
な
象
に
当
時
の
上
・
下
松
求

麻
村
民
の
借
用
高
は
、
・
萩
原
土
手
町
の
猪
問
屋
三
人
（
別
表
の
⑩
⑪
⑫
）
か
ら

銭
六
○
賃
二
四
三
匁
余
、
上
松
求
麻
村
之
内
荒
瀬
村
猪
問
屋
金
之
允
か
ら
二

一
貫
七
一
二
匁
余
〈
そ
の
外
に
金
之
允
か
ら
の
借
用
「
極
難
渋
之
者
江
追
食
取

替
分
年
々
打
重
り
、
．
取
立
之
見
込
無
之
捨
方
之
見
込
分
」
一
八
五
貧
七
八
一
匁

余
が
あ
っ
た
。
そ
れ
に
加
え
て
八
代
塙
屋
町
の
七
人
の
「
塩
親
方
」
か
ら
の
借

用
が
六
九
貧
三
七
八
匁
余
、
以
前
か
ら
関
係
の
あ
っ
た
八
代
町
の
猪
問
屋
一
七

人
か
ら
の
借
用
が
五
四
五
貢
四
百
六
拾
目
余
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
猪
以
外
の
産
物
の
売
捌
先
を
失
な
っ
た
松
求
麻
の
人
び
と
が
、
仕
方

な
し
に
他
の
商
人
に
売
り
捌
こ
う
と
す
る
と
、
足
も
と
を
み
す
か
さ
れ
て
買
い

た
た
か
れ
る
の
で
あ
っ
た

そ
れ
は
た
と
え
ば
「
舛
二
計
り
候
品
ハ
壱
斗
之
物

を
七
八
升
二
計
り
成
シ
、
千
木
リ
ニ
懸
候
品
ハ
拾
斤
之
物
を
六
七
斤
二
茂
懸

込
、
勿
諭
直
段
合
茂
外
並
方
下
直
二
買
込
候
様
子
」
で
あ
り
、
し
か
も
舟
が
着

く
や
い
な
や
、
八
代
町
か
ら
の
「
出
買
之
者
」
が
舟
荷
を
勝
手
に
自
分
の
所
に

運
ん
で
い
き
へ
も
し
売
ら
な
い
と
言
え
ば
「
出
買
之
者
腹
立
、
荷
主
を
打
可
申

勢
イ
を
見
せ
」
て
買
い
た
た
い
た
と
い
う

こ
の
よ
う
に
、
追
い
つ
め
ら
れ
た
上
・
下
松
求
麻
の
民
衆
は
つ
い
に
実
力
行

使
に
訴
え
る
こ
と
に
な
っ
た
は
じ
め
文
政
六
（
一
八
二
三
）
．
年
二
月
に
、
今

ま
で
通
り
土
手
町
の
三
人
と
荒
瀬
村
一
人
の
計
四
人
の
「
御
郡
猪
問
屋
」
に
、

猪
だ
け
で
な
く
他
の
産
物
も
売
り
捌
け
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
と
い
う
村
人
の

訴
え
が
出
さ
れ
，
す
ぐ
劃
下
さ
れ
て
し
る
が
、
そ
れ
と
前
機
Ｆ
し
て
雨
水
α
人
ひ

と
が
行
動
を
起
し
た
の
で
あ
る
。
：
「
両
松
求
麻
村
御
百
姓
、
日
数
三
日
程
坂
木

川
原
江
大
勢
打
寄
申
候
」
と
大
集
会
を
開
き
、
「
私
共
不
残
八
代
御
城
・
高
田

御
会
所
江
茂
罷
出
候
而
直
二
奉
願
上
度
」
「
打
寄
候
惣
小
前
よ
り
申
出
」
八
代

町
ま
で
強
訴
に
出
る
勢
い
を
示
し
た
。
こ
の
時
は
庄
屋
・
村
役
人
が
と
り
静
め

て
解
散
さ
せ
て
事
な
き
を
得
て
い
る
．
そ
の
後
も
両
村
の
民
衆
は
ね
ば
り
強
く

要
求
を
く
り
返
し
、
同
五
月
に
は
①
前
と
同
じ
く
四
人
の
猪
問
屋
に
産
物
の
売

捌
き
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。
②
八
代
町
か
ら
の
「
出
買
之
者
」
・
に
は

迷
惑
し
て
い
る
の
で
、
以
前
の
通
り
禁
止
し
て
ほ
し
い
。
③
と
く
に
茶
の
直
段

は
昨
年
の
半
値
く
ら
い
に
買
い
た
た
か
れ
る
の
で
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
の
な
い

よ
う
に
取
締
っ
て
ほ
し
い
。
と
い
う
三
項
目
の
要
求
を
庄
屋
・
頭
百
姓
三
一
名

の
連
名
で
訴
え
出
て
い
る
。
そ
し
て
や
は
り
同
じ
時
期
（
五
月
上
旬
）
に
「
下

松
求
麻
村
之
内
古
田
川
原
二
、
両
松
求
麻
方
下
り
船
留
之
番
人
四
人
宛
差
出
置

候
」
と
、
八
代
町
へ
の
出
荷
を
阻
止
す
る
「
舟
留
」
の
実
力
行
使
が
な
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
時
は
高
田
手
永
惣
庄
屋
（
小
田
藤
右
衛
門
）
が
「
求
麻
川
筋
ハ
他

領
之
舟
茂
通
路
之
川
筋
二
付
、
舟
留
致
し
候
儀
ハ
差
留
候
様
」
と
説
得
し
て

月
四
日
に
は
「
舟
留
」
が
解
除
さ
れ
た
。
こ
の
一
連
の
実
力
行
使
（
百
姓
一

摸
）
の
結
果
は
残
念
な
が
ら
明
ら
か
に
で
き
な
か
っ
た
。
．
そ
れ
は
と
も
か
く
、

新
興
の
在
町
的
集
落
で
あ
る
萩
原
土
手
町
に
対
す
る
藩
の
商
業
統
制
は
、
同
町

に
大
き
く
依
存
し
て
い
た
上
・
下
松
求
麻
村
の
民
衆
に
大
き
な
打
難
と
な
り
へ

一
摸
を
起
さ
ざ
る
を
得
な
い
程
の
窮
地
に
追
い
こ
ん
だ
の
で
あ
っ
た

五
、
或
と
必
に
か
え
て

そ
の
後
の
萩
原
土
手
町
に
つ
い
て
は
ほ
と
●
ん
ど
不
明
で
あ
り
、
天
保
年
間
に
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》
忠

（
別
表
⑳
の
人
物
？
）
が
小
屋
床
を
願
い
出
て
？
そ
こ
に
二
Ｆ
割
床
強
恒

（
鋼
）

・
の
つ
い
た
家
を
た
て
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
が
、
目
だ
っ
た
発

展
は
翠
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
明
治
四
・
一
（
一
九
○

八
）
年
に
鹿
児
島
本
線
（
現
在
の
肥
薩
線
）
が
開
通
す
る
と
寮
退
に
向
う
の
で

あ
る
●
蝿
故
老
の
話
に
よ
る
と
そ
の
以
前
（
明
治
三
○
’
四
○
年
こ
ろ
）
で

も
、
萩
原
土
手
町
は
二
○
戸
あ
る
か
な
い
か
く
ら
い
で
、
店
と
い
え
る
ほ
ど
の

も
の
は
な
か
っ
た
し
、
上
流
か
ら
の
舟
や
筏
は
や
は
り
萩
原
に
着
い
ぃ
て
ぃ
た

だ
壊
老
は

で
墓
を
つ
く
〃
、

の
宰
寝
と
ま
り
し
て
い
た
と

い
う
。
文
政
年
間
に
は
少
な
く
と
も
三
○
戸
を
こ
え
て
い
た
と
思
わ
れ
る
こ
と

と
比
べ
る
と
、
痢
退
が
明
ら
か
で
あ
る
。

こ
の
衰
退
の
原
因
を
推
測
す
る
と
、
第
一
の
原
因
は
、
先
に
ゑ
ら
れ
た
よ
う

な
土
手
町
に
対
す
る
商
業
統
制
で
あ
ろ
う
。
八
代
町
人
の
土
手
町
に
対
す
る
警

戒
は
強
く
、
文
政
五
（
一
八
二
二
）
年
の
弾
圧
以
後
も
、
、
藩
権
力
と
結
ん
だ
土

手
町
に
対
す
る
圧
迫
が
続
け
ら
れ
た
の
で
は
な
・
い
か
と
思
わ
れ
る
・

第
二
は
文

・
政
・
一
三
（
一
八
三
○
）
年
に
前
川
の
『
敷
石
」
が
開
け
ら
れ
た
こ
と
に
よ
る
立

地
条
件
の
変
化
で
あ
る
。
前
川
は
、
軍
永

皇
六
三
四
）
年
に
細
川
三
斎

・
が
侮
別
図
の
点
線
で
示
し
仁
場
所
に
つ
く
ら
せ
た
運
河
で
あ
り
、
上
流
地
域
か

ら
の
物
資
を
宏
島
の
沖
を
迂
廻
さ
せ
ず
に
城
下
町
に
着
船
さ
せ
る
た
め
の
水
路

震
雅
舜
柵
踏
蕊
蕊
蕊
議
蒙
態

開
か
れ
た
の
は

や
ほ
り
八
代
町
人
が
萩
原
土
手
町
の
発
展
を
警
戒
し
、
そ
の

一
原
因
を
と
り
除
い
て
八
代
町
の
繁
栄
を
は
か
ろ
う
と
す
る
意
図
に
も
と
づ
く
も

の
で
は
な
か
っ
た
か
と

宝
暦
年
間
に
一
七
軒
の
「
出
見
世
」
と
し
て
姿
を
現
わ
し
文
化
、
Ｉ
文
政
こ
ろ

に
は
「
在
町

的
集
落
と
し
て
発
展
し
た
萩
原
土
手
町
も
Ｐ
文
政
年
間
以
後
、

八
代
城
下
町
の
商
人
と
結
ん
だ
藩
の
商
業
統
制
強
化
と
、
「
敷
石
」
撤
去
に
よ

り
ｑ
◆
９
■

る
交
通
条
件
の
変
化
に
よ
っ
て
、
「
在
町
」
と
し
て
の
地
位
を
得
ら
れ
な
い
ま

ま
に
衰
退
し
へ
さ
ら
に
鉄
道
の
開
通
に
よ
っ
て
決
定
的
な
打
撃
を
ら
け
、
同
じ

萩
原
村
の
中
で
も
国
鉄
八
代
駅
前
に
繁
栄
営
零
わ
れ
、
そ
の
地
位
を
ゆ
ず
る
こ

ど
．
に
な
っ
た
の
で
あ

註
（
１
）
故
老
の
話
に
よ
れ
ば
、
以
前
は
天
神
さ
ん
（
菅
原
神
社
）
の
所
か

ら
、
現
在
の
福
岡
金
物
店
の
所
ま
で
の
堤
防
ぞ
恥
を

土
手
町
″
と

よ
〃
で
い
た
と
い
う
．
（
萩
原
弄
丁
目
、
吉
川
元
年
氏
川
明
治
二
九
年

生
ま
れ
Ⅱ
談
）

‐
．

（
２
）
『
球
磨
川
筋
絵
図
」
．

熊
本
県
立
図
書
館
蔵
）
．

な
お
「
土
手
町
」
と

ば
れ
る
以
前
は
「
石
王
些
哩
と
呼
ば
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
℃

（
生
田
宏
『
肥
後
近
世
史
年
表
』
・
安
永
二
年
五
月
の
項

（
３

森
田
誠
．
・
一
『
熊
本
県
の
歴
史

量
毛
五
頁
）
・
な

。
な
お
、
こ
れ

つ
い
て
『
荘
内
地
理
志
』
・

（
都
城
市
立
図
書
館
蔵
、
‐
写
本
〉
に

、
寛
政
二
（
一
七
九
○
〉
年
の
記
事
と
し
て
、
．
「
六
十
年
前

阿
波

・
国
亀
右
衛
門
と
云
者
鼻
樹
と
云
物
を
工
出
じ

岩
石
之
間
を
自
由
今
二

通
事
二
相
成
・
…
●
・
八
代
〃
弐
拾
里
上
流
迄
も
通
船
相
初
り
」
と
じ

て
い
る
（
都
城
市
立
図
書
館
長
瀬
戸
山
計
佐
儀
氏
の
御
教
一
が
に
ょ

）
・
実
際
に
球
磨
川
舟
運
が
さ
が
ん
に
な
っ
た
の
は
、
こ
の
「
鼻

」

の
使
用
に
よ
る
の
で
は
な
い
緋
が
と
思
わ
れ
る

．

・

，
（

『
相
良
家
文
書
之
匡
（
『
大
日
本
古
文
書
家
わ
け
第
五
』

二
○

頁
、
三
二
頁
、
種
元
勝
弘
》
『
人
吉
球
磨
今
昔
も
の
が
た
り
』
第
八
向

』
（
『
人
吉
新
聞
』
昭
和
四
五
年
八
月
八
日
号
Ｙ
に
よ
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〈
５
）
松
瀧
『
封
躍
川
兜
迩
と
坊
才
喰
』
戸
八
代
芽
潰
穆
坊
才
分
穆
狽
ゴ
研

究
同
好
会
．
一
九
七
四
年
発
行
）

（
６
）
『
先
例
略
記
』
の
う
ち
「
陸
ロ
津
ロ
御
取
締
」
（
熊
本
大
学
附
属
図

書
館
蔵
「
松
井
家
文
書
」
四
七
九
）

（
７
）
『
長
持
記
録
』
（
同
前
「
松
井
家
文
書
」
）

（
８
）
前
出
『
人
吉
球
磨
今
昔
も
の
が
た
り
』
第
二
六
１
三
二
回

（
９
）
前
出
『
荘
内
地

（
旧
）
・
『
豊
西
説
話
』
（
日
田
市
の
高
倉
芳
男
氏
の
御
教
示
に
よ
る
）
な
お

（
？
）
（
巾
）
に
つ
い
て
は
前
出
の
拙
稿
『
球
廟
川
舟
運
と
坂
本

村
』
を
参
照
さ
れ
た

（
、
）
『
先
例
略
記
』
の
う
ち
「
御
知
行
方
」
（
熊
本
大
学
附
属
図
書
館
蔵

「
松
井
家
文
書
」
四
五
九
）

（
胆
）
『
先
例
略
記
』
の
ゑ
ち
「
在
中
商
売
之
品
御
免
、
在
之
者
商
売
御
停

止
等
」
（
伺
右
・
「
松
井
家
文
書
」
四
五
四
）

（
旧

『
球
磨
川
筋
運
上
一
件
記
録
記
抜
』
（
同
右
〔
松
井
家
文
番
」

○

九
五
）

（
Ｍ
）
『
先
例
略
記
』
の
う
ち
「
陸
口
津
口
之
部
」
（
同
句
右
．
「
松
井
家
文

書
」
四
八
三
）
・
他
の
史
料
に
は
「
遥
拝
番
所
」
「
篭
番
所
」
な
ど

の
名
も
見
ら
れ
る
。
な
お
蓑
田
田
鶴
男
『
八
代
市
史
』
第
四
巻
、
二

・
六
五
Ｊ
二
八
二
頁
参

（
巧
）
『
角
川
日
本
史
辞
典
』
七
一
○
頁

（
肥
）
『
官
職
制
度
考
』
（
『
肥
後
文
献
叢
書
』
第
一
巻
）
一
六
一
頁

（
〃

．
『
御
定
法
之
内
書
抜
』
（
前
出
「
松
井
家
文
書
」
一
○
九
六
）

（
旧

『
先
例
略
記
』
の
う
ち
「
津
方
」
．
溢
伺
前
「
松
井
家
文
書

四
七
七
）

（
汐
）
『
先
例
略
記
』
の
う
ち
「
廻
船
津
方
等
之
部
」
（
同
前
「
松
井
家
文

書
」
四
七

）

（
釦
）
（
幻
）
前
註
（
旧
）
に
同
じ
。
な
お
積
下
し
品
の
う
ち
、
竹
木
類
以
外

の
「
俵
物
・
苧
・
猪
・
茶
之
類
、
其
外
産
物
品
と
は
、
別
に
定
め

ら
れ
た
割
合
で
運
上
銀
を
徴
収
さ
れ
た
（
同
書
）
。

（
麹
）
『
先
例
略
記
』
の
う
ち
「
御
知
行
所
之
部
」
（
前
出
「
松
井
家
文

書
」
四
六
四
）

（
”
）
前
出
『
八
代
市
史
』
第
四
巻
、
五
七
九
頁

（
別
）
前
註
（
〃
）
に
同
じ
。
こ
の
栴
檀
は
麦
島
の
南
端
部
で
植
柳
村
の
北

対
岸
に
あ
る
。
な
お
、
萩
原
に
荷
揚
げ
す
る
者
が
の
ち
に
増
え
た
理

由
は
、
球
磨
川
の
水
深
が
浅
く
な
っ
た
と
い
う
自
然
条
件
も
関
係
し

て
い
る
。
享
和
三
（
一
八
○
三
）
年
に
は
「
田
舎
江
漉
牽
、
近
来
浅
ク

相
成
申
候
而
、
松
求
麻
・
久
多
良
木
村
共
、
薪
船
竹
木
筏
其
外
諸
品

運
測
甚
以
不
弁
利
相
成
申
候
や
当
時
者
沖
廻
勝
仕
候
故
、
自
然
と
薪

其
外
諸
品
茂
高
直
二
茂
相
成
可
申
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
（
『
先
例

略
記
』
の
う
ち
「
御
知
行
所
之
部
」
、
前
出
「
松
井
家
文
書
」
四

｛
ハ
ー
ー
）

（
お
）
前
註
（
旧

に
同
じ

（
妬
）
『
先
例
略
記
』
の
う
ち
「
萩
原
土
手
町
居
住
願
」
（
前
出
「
松
井
家

文
書
」
四
七
二
）

（
”
）
（
配
）
前
註
（
掴
）
に
同
じ

（
”
）
前
註
（
妬
）
に
同
じ
。
な
お
こ
の
ほ
か
に
、
寛
政
九
（
一
七
九
七
）

年
に
萩
原
村
の
「
在
蔵
」
が
土
手
町
に
移
さ
れ
、
文
化
二
（
一
八
○

五
）
年
に
は
井
樋
小
屋
を
建
て
直
し
て
、
影
踏
も
そ
こ
で
行
な
わ
れ
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る
よ
う
に
な
っ
た
。
（
『
八
代
古
記
録
』
熊
本
市
松
本
寿
三
郎
氏
蔵
）

（
釦
）
文
政
三
（
一
八
二
○

年
に
も
同
様
の
通
達
が
出
さ
れ
て
い
る
。
（

『
橘
柚
館
旧
記
抜
』
八
代
市
松
井
家
文
書
）

な
お
、
こ
の
こ
ろ
の
「
在
中
二
而
商
売
不
苦
品
」
、
つ
ま
り
土
手

町
で
も
商
売
で
き
る
品
は
米
雑
穀
・
木
綿
類
・
酒
焼
酒
井
糟
・
砂
糖

林
干
菓
子
・
姻
草
な
ど
四
八
項
目
が
記
さ
れ
て
い
る
。
（
前
註
（
掴
）

の
史
料
、
文
化
一
○
年
の
記
事
）

（
訓
）
（
魂
）
前
註
（
似
）
に
同
じ
。
な
お
「
足
・
下
松
求
麻
村
の
一
摸
」

の
項
目
は
す
ぺ
て
同
史
料
に
よ
る
。

詞
）
『
萩
原
村
土
手
町
居
住
桑
原
藤
平
高
主
忠
助
小
屋
床
願
一
件
書
抜
』

（
熊
本
大
学
附
属
図
書
館
蔵
「
松
井
家
文
書
」
）

（
鋤
）
前
註
（
１
）
の
吉
川
元
年
氏
談

（
妬
）
蓑
田
田
鶴
男
『
八
代
市
史
』
第
四
巻
五
七
八
’
五
七
九
頁
参
照
、
な

お
同
書
に
は
敷
石
を
あ
け
た
の
は
文
政
一
二
年
と
し
て
い
る
が
、

『
萩
原
御
赦
免
開
地
替
地
願
一
件
控
写
』
（
熊
本
大
学
附
属
図
書
館

１
』

蔵
「
松
井
家
文
盤
」
）
に
は
「
去
ル
文
政
十
三
年
萩
原
敷
石
御
掘

通
』
「
川
舟
為
通
路
敷
石
御
明
方
二
相
成
」
と
あ
る
。

〔
附
記
〕
本
稿
作
成
に
あ
た
っ
て
、
花
岡
興
輝
氏
・
松
本
寿
三
郎
氏
か
ら
史

、
料
提
供
塘
よ
び
御
教
示
を
得
た
。
記
し
て
謝
意
を
表
す
る
。
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